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  分科会長 岡 素之 

改革の実現性を高める「仕組み」 

参考資料３－１ 

■ 規制・制度改革を確実に実現するためには、それを担保する様々な「仕組み」が必要。 
 

■ これまで以上に「成果重視＝改革の実現性向上」を目指すことから「仕組み」について議論したい。 

官僚 
 

活性化による機能の更なる発揮 
（企画・立案） 

政治 
 

強力なリーダーシップ 
（戦略・決断・実行） 

情報・戦略共有 
役割分担 

政官連携 

分科会活動方針（基本コンセプト） 

 
 

政治 
 

政治のリーダーシップを 
引き出す「仕組み」 

各省庁 
 

より主体的・積極的に 
取り組み得る「仕組み」 

省庁横断 
 

複数省庁が関わる規制・制度
を効果的に改革する「仕組み」 

政権の重要課題 
 

主体的に担当している他部局
との効果的連携の「仕組み」       

国民の声・各種団体 
 

多岐にわたる要望を 
効果的に実現する「仕組み」 

フォローアップ 
 

長年の懸案事項を 
 実現していく「仕組み」 


